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 近年、値上がりを続ける住宅価格。夢のマイホーム実現の為に一体どのく

らいの住宅ローンを借り入れても、老後を含めて資金計画は安心なのか？ 

最近、目立って相談が増えています。 

 今回は、ご主人が公務員として６５歳の定年まで勤務、奥様は６０歳まで

パートとしたケースでシミュレーションをしてみました。 

 職場等の違いで年収の違いや、家族構成で若干の差異は、あると思います

が、もう一つの参考事例としてご覧ください。 

 

 ＜基本条件＞ 

・家族構成：夫３５歳、妻３２歳、長男７歳、長女４歳 

・基本生活費：２0 万円/月（住宅関連費用、教育費は除く） 

・車の買い替え：１０年毎に２５０万円（諸経費込み） 

・子供の就学予定：２歳から保育所、高校まで公立、大学私立文系自宅通学 

・現預貯金：500 万円 

・給与年収：夫 550 万円/年、妻 96 万円/年 

＜住宅関連の条件＞ 

・新築分譲マンション：価格 3,000 万円（消費税含む） 

・住宅ローン：フラット 35 5 年まで 2.29％/年、6 年目から 3.29％/年 

       30 年返済 

・自己資金：500 万円 

・月額費用：3 万円 

・火災保険、地震保険加入 

＜退職以降の収入＞ 

・退職金：夫 65 歳時点で手取り 2000 万円 

・老齢厚生年金：夫 65 歳以降 20 万円/月、妻 

＜その他＞ 

・物価上昇率：2％/年 ・預金金利：2％ 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



＜結果＞ 

 住宅ローン借り入れが 2500 万円、自己資金 500 万円で、基本生活費

（住宅、教育費用を除く）20 万円/月として節約しても、夫 84 歳で預貯金

がマイナスになります。 

人生 100 年時代とすると、残りの老後生活の取り崩しが 240 万円/年ほ

どあり、奥様が子育て終了後（第 2 子が高校入学時くらい？）に、年間 240

万円ほどの就職先を探す必要がありそうです。（60 歳まで手取りで 100 万

円/年、15 年で 1500 万円の余裕ができるのと、一部退職金と厚生年金の上

乗せが見込めます。） 

 もし、この状態で継続する場合、お子様お二人の大学就学期間が重なる年

度では貯蓄額がマイナスとなるので、奨学金などの準備が必要かもしれませ

ん。 

 

 近々に購入予定されている方は、是非信用組合の生活設計相談にお越しく

ださい。 

 

 


